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研究成果の概要 

物理リザバー計算の大きな特徴のひとつは、大部分の演算を物理系にアウトソースし、計算コス

トを低減できることです。通常のニューラルネットワークにおいて一般的に計算コストが高い学習を

物理リザバー計算で置き換えることことに成功しました。具体的には、光を用いた物理ニューラルネ

ットワークにおいて、物理リザバー計算とダイレクトフィードバックアライメントを組み合わせたアイデ

アにより、誤差逆伝播法に変わる新しい学習方法を提案しました。また、物理リザバー計算の枠組

みにおいて、微生物の運動を用いた物理系に計算能力があることを、実験と数値シミュレーション

から明らかにしました。これにより、生態系という物理リザバー計算における新しい計算資源・応用

先を示し、物理リザバー計算の可能性を広げました。さらに、大自由度常微分方程式系や偏微分

方程式に支配される力学系のソルバー開発を継続的に行い、様々な物理リザバー計算をバーチ

ャルに行うためのツール開発を進めました。 
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